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強化方針

International
Experience

Physical

Mental Skill

全ての基準を世界基準に合わせ、「国際経験」を数多く積む
「国際経験」を通して、（体力）＋（技術）＋（メンタル）を高める

彗星 JAPAN ・ おりひめJAPAN 〜強化活動の経過報告〜



強化方針
INTER NATIONAL EXPERIENCE
・男子は2018年より、女子は2016年より「National team week」に参戦。
欧州のカレンダーに合わせて「国際Aマッチ」を実施。

・国内長期強化合宿を実施し、トレーニングパートナーとして「外国人ゲストプレーヤー」を招聘。
・国内で国際試合を開催。国際大会をホームで開催し、本番のプレッシャー下での戦いを経験。

PHYSICAL
・長年の課題である「基礎体力向上・継続強化」については専門の「フィジカルコーチ」を登用。
・味の素様との協働プロジェクト及びサクラダイニングのサポートにより、選手個々の栄養管理サポートを実施。
・男子は「サイドライン」、女子は「ONE TAP」を活用し、年間を通して全選手のコンディションを一括管理。

SKILL
・「世界を知るヘッドコーチ」として男子はダグル シグルドソン氏、女子はウルリック キルケリー氏の招聘。
・本場ヨーロッパでも評価が高く国際経験豊富な「外国人ゴールキーパーコーチ」を招聘。

MENTAL
・メンタル面の強化に寄与するべく、スポーツメンタル専門スタッフを招聘。メンタル面の強化にも着手。
・JOCインティグリティ教育事業とタイアップし、人間力向上・インティグリティ教育を目的として合宿時に「研修機会」の創出。

International
Experience

Physical

Mental Skill



シグルドソン氏母
国

：アイスランド
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海外強化拠点
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シニアカテゴリーにおける世界選手権の順位シニアカテゴリーにおけるアジア大会/選手権の順位

競技成績の推移（男子）
【アジア/世界における日本の成績推移】

2006 2006 2008 2010 2010 2012 2014 2014 2016 2018 2018 2020
タイAch カタールAG イランAch レバノンACh 中国AG サウジアラビアACh バーレーンACh 韓国AG バーレーンACh 韓国ACh インドネシアAG クウェートAch

1位 クウェート クウェート 韓国 韓国 韓国 韓国 カタール カタール カタール カタール カタール カタール

2位 韓国 カタール クウェート バーレーン イラン カタール バーレーン 韓国 バーレーン バーレーン バーレーン 韓国

3位 カタール イラン サウジアラビア 日本 日本 サウジアラビア イラン バーレーン 日本 韓国 韓国 日本

4位 イラン 韓国 イラン サウジアラビア サウジアラビア 日本 UAE イラン サウジアラビア サウジアラビア 日本 バーレーン

5位 日本 シリア カタール カタール カタール イラン 韓国 クウェート イラン イラン イラン UAE

6位 バーレーン 日本 日本 シリア バーレーン バーレーン サウジアラビア オマーン 韓国 日本 サウジアラビア イラン

7位 ヨルダン バーレーン 中国 イラン 中国 UAE クウェート サウジアラビア UAE UAE イラク サウジアラビア

8位 中国 サウジアラビア UAE レバノン クウェート クウェート オマーン 中華台北 オマーン オマーン 香港 クウェート

9位 タイ レバノン レバノン 中国 インド ヨルダン 日本 日本 中国 中国 中華台北 イラク

10位 サウジアラビア(棄権) UAE バーレーン
(棄権) イラク 香港 ウズベキスタン イラク 中国 レバノン ウズベキスタン インド 香港

11位 中国 UAE モンゴル 中国 香港 シリア オーストラリア パキスタン 中国

12位 インド ヨルダン ウズベキスタン モンゴル インド インドネシア オーストラリア

13位 香港 UAE バングラディシュ マレーシア ニュージーランド

14位 ウズベキスタン インド ニュージーランド

15位 マカオ



競技成績の推移（女子）

シニアカテゴリーにおける世界選手権の順位

2006 2006 2008 2010 2010 2012 2014 2015 2017 2018 2018

カタールAG 中国ACh タイAch 中国AG カザフスタンACh インドネシアACh 韓国AG インドネシアACh 韓国ACh インドネシアAG 日本ACh

1位 韓国 韓国 韓国 中国 カザフスタン 韓国 韓国 韓国 韓国 韓国 韓国

2位 カザフスタン 中国 中国 日本 韓国 中国 日本 日本 日本 中国 日本

3位 日本 日本 日本 韓国 中国 日本 カザフスタン 中国 中国 日本 中国

4位 中国 カザフスタン タイ カザフスタン 日本 カザフスタン 中国 カザフスタン カザフスタン タイ カザフスタン

5位 台湾 カザフスタン 北朝鮮 北朝鮮 北朝鮮 ウズベキスタン ウズベキスタン ウズベキスタン 北朝鮮 オーストラリア

6位 ウズベキスタン ベトナム 台湾 ウズベキスタン ウズベキスタン 香港 イラン ベトナム カザフスタン イラン

7位 タイ イラン タイ タイ 中華台北 タイ インド イラン 香港 香港

8位 インド インド インド イラン インド インド 香港 香港 インドネシア インド

9位 ウズベキスタン カタール イラン モルディブ インドネシア インド シンガポール

10位 カタール トルクメニスタン マレーシア ニュージーランド

11位 インドネシア

12位 クウェート

シニアカテゴリーにおけるアジア大会/選手権の順位

【アジア/世界における日本の成績推移】



国際経験による選手層の底上げ（男子）

＜2019世界選手権（24位）＞

◇１大会（６〜７試合）または１試合（６０分間）を通して、
メンバー全員でプレー時間をシェアしながら、チーム
全体で戦い抜けるチーム力の醸成。 （総力戦）

・平均出場時間（１試合）
-５０分以上：０名
-４５分以上：０名
-４０分以上：３名
-３０分以上：３名
-２０分以上：５名
-１０分以上：３名
- ５分以下：２名のみ（内、GK1名）

コンタクトプレーが頻繁に出現する現代ハンドボールにおいて、体力が十分に回復していないにも関わらず、高度な
技術＆戦術の発揮を望めば、イージーミスを誘発するだけでなく、怪我や故障にもつながるなどチームの望む結果
を得ることが出来ない。つまり、安定したチームパフォーマンス発揮のためには、ファーストライン（先発メンバー）の
みならずセカンドラインの選手を含めた総力戦が必須となり、今後もチーム力の底上げが重要ポイント。



国際経験による選手層の底上げ（女子）

◇核となる選手の活躍
-CB、Wing、GKを軸にゲームが安定
（横嶋・池原・亀谷）

→３人の核選手＋７人をメインに構成
→ほぼ全員を試合の局所で使っている
→特徴を生かしたスポット起用

・平均出場時間
-５０分以上：３名
-２０分以上：７名
- ５分以下：１名のみ

・オランダ戦で多田選手の活躍

＜2019世界選手権（10位）＞

◇ﾒﾝﾊﾞｰ全体を起用した総力戦
※主力選手の怪我の影響を全体で補完
（原・横嶋・池原）

・平均出場時間
-５０分以上：０名（GK亀谷：４７分）
-３５分以上：７名
-１５分以上：５名
-１０分以下：２名のみ

・ｹﾞｰﾑﾒｲｶｰ ：大山(37分)  / 石立(26分)
・中央ﾃﾞｨﾌｪﾝﾀﾞｰ：佐々木(35分)を中央で起用、

塩田(28分)をDF専で様々なﾎﾟｼﾞｼｮﾝに起用

→７人の中心選手＋５人のｾｶﾝﾄﾞﾒﾝﾊﾞｰをﾒｲﾝに構成
→怪我人を除くほぼ全員を試合の局所で起用

＜2017世界選手権（16位）＞



成果（まとめ）

International
Experience

Physical

Mental Skill

「国際経験」をキーとした強化方針

◆国際試合で勝つことに照準を当てた
フィジカル・メンタル・スキルの向上

⇅
◆ NTWを利用した国際試合経験の増加

＋
長期的視点にたった

選手選考 ＝ 試合結果の安定

選手層の拡大

◆常時約30人のグループを強化対象に
合宿実施、遠征帯同、試合出場

⇓
◆選手層の底上げ、60分戦い切るゲーム

の実現、怪我人が出たときのダメージの
最小化

勝つべき試合に勝ち、
欧州相手に戦えるチームに

◆男子：世界選手権3大会連続出場

◆女子：世界選手権10位



彗星 JAPAN ・ おりひめ JAPAN 〜国際大会スケジュール〜

◇第１８回女子アジア選手権
開催地：未定 会期：2021.4.12〜21の期間で公募中

◇第２７回男子世界選手権
開催地：エジプト 会期：2021.1.13〜31



アンダーカテゴリー代表 〜国際大会スケジュール〜

◇第２２回女子ジュニア世界選手権
開催地：ルーマニア 会期：2020.12.1〜13 注：IHFにて開催検討中

◇第８回女子ユース世界選手権
開催地：クロアチア 会期：2020.12.1〜13 注：IHFにて開催検討中

◇第９回男子ユースアジア選手権
開催地：カザフスタン 会期： 2021.3.1〜12

◇第１７回男子ジュニアアジア選手権
開催地：イラン 会期：2021.3.20〜29
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